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2018 年春学期～2021 年春学期授業アンケート調査結果報告 

教育開発センター  

 

実施・公表概要 

 アセスメントポリシーに基づき、学生による「授業アンケート」を実施している。授業への出

席、授業時間外での学修時間とその取り組み方、授業の満足度、授業の手法、授業の進行と教材、

実験・実習・実技科目に関連する項目を設定している。また、2021 年度からコロナ禍におけるオ

ンライン授業に関しての項目を追加した。授業アンケートは、授業最終日の約 2 週間前からすべ

ての授業において担当教員からの指示で、原則として授業時間内の 10 分程度を設けて行われた。 

2018 年度～2021 年度春学期までの授業アンケートを比較解析した結果をここに公表する。 

 

調査方法  

 本アンケートは、本学の LMS である mylog を活用した Web 上で実施している。学生は、mylog

のメニューから授業関連＞授業評価回答 より該当科目を選択し、画面に従って回答する。入力

の中断や入力ミスなどを考慮してアンケート回答期間中は修正可能である。 

   

集計方法 

 「回答率」「授業形式」「出席率」「授業時間外の学修時間」「授業時間外学習の取り組み」「シラ

バスの目標達成度」「教員の意欲」「授業の満足度」は、それぞれの項目の回答数の合計が 100%

となるように計算している。それ以外の項目は、回答が任意であり、複数回答が可能なので、各

項目の回答数をアンケートに回答した学生数で割ってその割合を求めた。 

 

結果報告 

１）アンケート回答率の推移（図 1） 

アンケート回答率は、2018 年に約 50%であったが、年々低下し、2020 年の秋２学期を除いて

2020 年以降 40％台で推移している。2016 年以前の紙ベースで調査していたときは約 70%であっ

たが、2016 年以降 Web 調査に変更になってから減少傾向が続いていた。2020 年以降はコロナ禍

でオンライン授業も導入されたために授業評価への関心が少し高くなったように見え、2021 年春

1 と春 2 は 45％と 48％になっている。毎年秋学期の回答率が低くなる傾向があり、秋学期の回答

率を上げる方策とともに、Web 調査でも回答率を高める方策が必要である。教員に対しては授業

アンケートの結果を教員評価に利用していることを周知し、受講生の回答を促すようにお願いし

ている。また、学生へはフィードバックによりアンケートに回答するモチベーションを向上させ

ようとしているが、現在実施している学期終わりの調査では、受けている学生への利益が少ない

ために回答する意欲がわかないこともあると考えられる。そこで、学期途中での実施など根本的

に実施方法や質問項目を見直す必要があると思われる。 

 



 

 

２）「授業形式（その授業で一番多く利用された形式）」（図２） 

2021 年度から導入した質問である、その授業で一番多く利用された授業形式についての質問

「授業形式」（図 2 参照）では、2021 年春 1 学期は VOD 授業が 35.0%、講義を中心とした Zoom

会議システムなどを利用したオンラインのライブ授業が 32.1％、対面授業が 24.7％であった。ま

たオンラインのライブ授業でもグループワークやディスカッションを中心の授業が 5.2％あった。

春 2 学期になると対面授業が 67.5%、講義中心のライブ授業が 15.8％、VOD 授業が 14.2％、グ

ループワークやディスカッションが中心のライブ授業が 1.5％であった。講義中心のライブ授業の

割合が多く、講義中心の授業であれば VOD 授業の利用も可能であり、学生からも VOD 授業で

は分からないところを何度も繰り返し視聴できることから良いとの評価をもらっている。コロナ

禍で Zoom などの会議システムを利用した授業が多くなり、聞くだけの授業が多くなったように

感じるが、教員の努力によってオンライン授業でもアクティブラーニングを実践している教員は

多い。しかし、さらに学生の能動的学修態度を向上させるためにはアクティブラーニングを取り

入れた授業をもっと増やす必要がある。 

２）「出席率」の変化（図 3） 

出席率は、１回欠席した、2 回欠席した学生を含め毎回ほぼ出席している学生が 90％程度いる

ことが分かる（図 3 参照）。2020 年以降はコロナ禍でオンライン授業が増えたことから全出席が

増えている。特に VOD 授業では時間に制約なく学生が自分の都合で授業に出席できることで全

出席が増えているものと考えられる。 

４）「授業外学修時間」の変化（図４） 

授業外学習時間は、2019 年までは 30 分程度が一番多かったが、コロナ禍の 2020 年以降は 1

時間程度が最も多くなり、2 時間程度、3 時間程度、またはそれ以上も増えている（図 4 参照）。

しかし、2021 年春 2 の調査では、1 時間程度以上の学生が減り、30 分程度が増えていて、コロナ

禍の授業に慣れてきて学修時間が低下する傾向が見え始め、コロナ禍で授業外学修習慣がコロナ

以前の状態に戻りつつあるように見える。コロナ禍でせっかく身につけた学修習慣を維持するた

めに新たな方策が必要であると思われる。 

５）「授業外学修時間の取り組み」の変化（図５） 

授業外学修時間の取り組みは、コロナ禍の 2020 年以降、約 66％の学生が宿題課題に取り組ん

でいる（図 5 参照）。指示された課題以外の学修に自主的に取り組んだと回答した学生は、2020

年以降約 10％とコロナ以前と比べると 4~5 ポイント減少している。さらに、「関連する図書や資

料を自分で探して勉強した」と回答した学生は約 6％、「積極的に教員に質問した」は２％前後で

ある。「学習相談室を利用した」は 0.2~0.5％であった。前の設問で「授業外学修時間」は増加し

ているが、学習の内容は宿題課題が多く、主体的な学びまでは発展していないことが伺える。 

6)「授業を受けてよかった点」の変化（図 6） 

受講してよかった点については、回答の多い順に「この分野の理解が深まった」「この分野への

興味関心が高まった」「この分野での技能技術が向上した」であり、コロナ以前と以後との比較で

は、コロナ禍が始まった 2020 年に「理解が深まった」が 90~95％と非常に高くなった他は大き

な変化は認められない（図 6 参照）。 

2021 年春 1 学期からオンライン授業に対応する項目を追加したが、春 1 学期に「自宅で受講で



 

 

きる」が 13％であったが、春 2 学期には 0.3％と急激に低下した。これは春 2 学期から対面授業

が増え、対面授業の良さが見直されたものと考える。 

７）「授業目標達成度」の変化（図７） 

授業目標の達成度は、「達成できた」、「だいたいできた」を合わせると約 85%であり、コロナ

禍であっても、ほとんどの学生が授業の目標を達成できたと考えていることが分かった（図 7 参

照）。 

８）「授業の手法」の変化（図８） 

「授業の手法」に関して配慮してほしいことについて、コロナ前から多い「理解しやすいよう

に説明を工夫してほしい」「1 回の授業で扱う量が多い」「毎回の学習目標を明示してほしい」は

2020 年以降でも同様に高い傾向があるが、割合としては低下していることから、コロナ禍の授業

で教員が配慮しているものと思われる（図 8 参照）。2020 年春 1 学期はほぼオンライン授業であ

ったので通常のアンケートは行わず、自由記述のアンケートを実施したが、その中で大きな問題

となったのは「課題が多い」ということであったが、この点もオンライン授業に慣れてきたせい

もあり、2021 年ではそれほど多くないが、課題量は学科等での調整が必要と思われる。オンライ

ン授業が始まった当初は、チャット機能などにより質問しやすい環境ができたようであったが、

2021 年では「質問しにくい」と回答した学生が、春 1 は 3.6％、春 2 は 2.7％とある程度いるこ

とが分かる。 

９）「授業の進行と教材提示について配慮して欲しい事柄」（図９） 

授業の進行と教材定時について配慮してほしい事柄（図 9 参照）については、2020 年春 2 は「は

っきりした声で話してくれたら良く聞き取れたと思う」が 4.3％と高く、これはオンライン授業で

の教員の不慣れから起こっているものと思われ、徐々に低下傾向にあるが、2021 年春 2 でも 3.0％

もあり、指摘を受けている授業については技術的なサポートが必要であると思われる。 

１０）「実験、実習、実技科目」（図 10 参照） 

「実験、実習、実技科目」についてはコロナ禍においても、可能な限り対面授業を実施したこ

とにより、例年のような傾向が見られ、特別コロナの影響は見られないと思われる（図 10 参照）。 

１１）「教員の意欲」の変化（図１１参照） 

「教員の意欲」について「感じた」と「少し感じた」を合わせると約 95％に達する（図 11 参

照）。コロナ前からコロナ禍であっても「満足度」は高い水準を維持していることが分かる。コロ

ナ禍でオンライン授業においても学生に分かりやすい授業の実施を心掛けた教員が多くいたもの

と思われる。 

12)「授業の満足度」の変化（図 12） 

「授業の満足度」では「満足」と「ほぼ満足」を合わせるとコロナ前から約 80%と高く水準で

推移していたが、コロナ禍の 2020 年秋学期の約 85％から 20201 年春学期の 87％と高くなってい

る（図 12 参照）。これは三密を防げる 100 人以下の小人数クラスや実験・実習・実技クラスは対

面授業を許可し、多人数クラスはオンライン授業を奨励したこと、コロナ禍の中でも教員が意欲

を持って授業に取り組んだこと、多くの学生がまじめに授業に取り組んだことにより授業の満足

度が高くなったものと思われる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 1 アンケート回答率の変化（2018 年～2021 年春学期） 

 

図 2 授業形式（その授業で一番多く利用された形式）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 出席率の変化（2018 年~2021 年春学期） 

 

 

  図 4 授業外学習時間の変化（2018~2021 年春学期） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 5 授業外学修時間の取り組みの変化（2018~2021 年春学期） 

 

図 6 授業を受けて良かった点」の変化 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 図 7 「授業目標達成度」の変化 

図 8 「授業の手法」の変化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 「授業の進行と教材の提示」の変化 

 

 

 

 

 

図 10 「実験、実習、実技科目について」の変化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 11 教員の意欲の変化 

 

図 12 「授業の満足度」の変化 


